
協定企業：株式会社ツムラ様　　　　
開催場所：ヒューマンライフ土佐　今成ほ場
開催日　：令和５年１２月８日（金）
参加者数：４０名
　　　　（(株)ツムラ、農事組合法人ヒューマンライフ土佐、
　　　　　越知中学校、越知町、高知県）

「環境先進企業との協働の森パートナーズ協定」については、
高知県林業振興・環境部林業環境政策課のＨＰをご覧ください
http://www.pref . kochi . l g. j p/sosh i k i /030101/kyoudounomori .h tml 

　令和５年１２月８日（金）、越知中学校１年生の総合学習の一環であるミシマサイコの収穫

体験が行われました。収穫するミシマサイコはセリ科の植物で、解熱・鎮痛・解毒作用がある

ということで漢方薬として多く利用されています。

　最初に、ヒューマンライフ土佐の高橋組合長から収穫の手順の説明、（株）ツムラの犬飼様

からはミシマサイコと漢方薬について説明がありました。

道の左側がミシマサイコのほ場です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ほ場に移動し、ヒューマンライフ土佐の方々から収穫方法を教えていただき、みんなで収穫

開始です。フットカバーを装着しているのは、ほ場に病気を持ち込まないためです。

＜収穫体験の様子＞



　収穫したミシマサイコを出荷するために、まずは洗浄機で洗います。今度の作業は、カッパ

着用です。

　本日の記念品として、和漢素材ののど飴をいただきました。

　ミシマサイコの生息地は年々、減少しています。貴重な植物について学

ぶ、よい機会になりました。

　本日の経験が今後の学習の一助となりますように。

みなさん、丁寧に作業を進めていました。 いつでも出荷OK！　　　　　　　　　　　　　　　

袋に詰まっているのが、収穫したミシマサイコです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜出荷用荷造り体験の様子＞

　洗浄できたら班ごとにわかれ、ミシマサイコの根と茎の間をハサミで切り、茎を切除した状

態で根元を同じ方向にしてコンテナに並べていきます。なぜ茎を切除するのかというと、漢方

薬として使われるのは根の部分だけだからです。ここまでが、出荷用荷造り作業です。

熱心な質問に、ヒューマンライフ土佐の方々も熱心に答えておられました。


